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〈指導者の言葉〉 
 

国語科「自分の考えを明確に伝えよう」の学習を終え，夏休みの体験を通
して，平和について考えたことを意見文にしました。 

８月６日の平和集会に，児童会執行部から「平和とは，過去の戦争を憂う
のではなく身近な生活の中で平和が何か考え，求めることではないか」とい
う提起がありました。児童は，報道や地域の語り部の話を聞く活動を通して，
戦争はなぜ起こるのかを考え，お互いを尊重し合うことで戦争は避けること
ができると考えるようになりました。 

お盆に戦争で亡くなった曾祖父の墓参りに行った際，ふと目に留まった神
風特攻隊の文字から，故郷の地で戦闘機が飛び立っていた事実を知り，遠か
った戦争を身近に感じ始めます。そして，自分から宇佐海軍航空隊について
調べ，疑問を整理し，平和についての考えを深めていった様子が文章から伝
わってきます。 

「平和とは，共に生きるための努力ができている状態」であることに気付
き，だからこそ，幸せな今をどう向き合うか真剣に考え，自分の意見を正直
に書いています。 

歴史学習を深め，時事問題を見つめる力も付きつつある６年生で，事実と
向き合わせる節目学習と社会情勢に関心を示させながら，自分の生き方を見
つめさせる取組を大切にしています。 

 


